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中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 本年５月１３日の決算発表時に公表した平成１７年３月期（平成１６年４月１日～平成１７年３月

３１日）の中間業績予想を下記のとおり修正いたします。 

  

記 

 

１．１７年３月期の単独中間業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３６，０００      ５００         ３００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３８，３００  ８５０          ４００  

増  減  額          （Ｂ－Ａ）      ２，３００            ３５０         １００ 

増 減 率            （％）      ６．４ ７０．０       ３３．３   

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 9 月中間期） 

３４，７７９      ４８８         ５２５ 

 

２．１７年３月期の連結中間業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４５，０００        ８００  ３００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４８，０００       １，５００       ４５０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３，０００      ７００ １５０ 

増 減 率            （％）          ６．７       ８７．５ ５０．０    

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 9 月中間期） 

４４，６２２      １１６ ５１ 

 

   なお、平成１７年３月期の通期業績予想につきましては、中間決算発表時(１１月１１日)に見 

直しを行う予定であります。 

 

 

 

 

 



３．修正の理由 

   （単 独） 

   当中間期の売上高は、建設機械及び自動車関連業界の需要が堅調であり、各事業とも売上げを

伸ばし、期初予想を６.４％、約２３億円上回る３８３億円となる見込みであります。 

   経常利益は、売上げの伸長とコスト改善効果等により、期初予想を７０.０％、３億５千万円上

回る８億５千万円となる見込みであります。 

また、保有する三菱自動車工業㈱株式の時価下落による投資有価証券評価損約６億９千万円を

特別損失に計上いたしますが、一方、引き続き資産圧縮の一環として投資有価証券の一部を売却

し、特別利益を約５億４千万円計上するため、中間純利益は期初予想を３３.３％、１億円上回る

４億円となる見通しであります。 

 

   （連 結） 

   当中間期の連結売上高は、期初予想を６.７％、約３０億円上回る４８０億円となる見込みであ

ります。 

   連結経常利益は、単独の増益に加え、特殊鋼鋼材及び素形材事業関連の子会社収益の改善によ

り、期初予想を８７.５％、７億円上回る１５億円となる見込みであります。 

これに、特別利益約５億４千万円、一方特別損失として、投資有価証券評価損約６億９千万円

及び関連事業損失（海外連結子会社の投資先である英国ばね関連会社の業績悪化に伴う出資持分

の減損処理）約３億５千万円を計上することにより、中間連結純利益は、期初予想を５０.０％、

１億５千万円上回る４億５千万円となる見通しであります。 

                                       以 上 

 


